
表
３
e

シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
e

１

５

６

７
e

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ピ
リ
ミ
ジ
ン
e

２

４（
３
Ｈ
）
e

ジ
オ
ン
（
別
名
レ
ナ
シ
ル
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ビ
ス
（
２
`
ク
ロ
ロ
`
１
`
メ
チ
ル
エ
チ
ル
）
エ
ー
テ
ル
（
別
名
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）

3¶
1
0
0
Æ
／
ｌ

２
`
ク
ロ
ロ
`
４
`
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
`
６
`
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ノ
`
１
，
３
，
５
`
ト

リ
ア
ジ
ン
（
別
名
ア
ト
ラ
ジ
ン
）

1
5
0
Æ
／
ｌ

３
`
ク
ロ
ロ
`
４
［̀（
２
©
ª
，
４
©
ª
；
２
©
ª
，
４
ª
©
）
`
４
`
メ
チ
ル
`
２
`

（
１
Ÿ
`
１
，
２
，
４
`
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
`
１
`
イ
ル
メ
チ
ル
）
`
１
，
３
`
ジ
オ
キ
ソ

ラ
ン
`
２
`
イ
ル
］
フ
ェ
ニ
ル
＝
４
`
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
＝
エ
ー
テ
ル
（
別
名
ジ
フ
ェ
ノ

コ
ナ
ゾ
ー
ル
）
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Æ
／
ｌ

（
±
）
`

¥
`
［
X
`
（
シ
ク
ロ
プ
ロ
ピ
ル
メ
ト
キ
シ
イ
ミ
ノ
）
`
２
，
３
`
ジ
フ
ル
オ

ロ
`
６
`
（
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
）
ベ
ン
ジ
ル
］̀
２
`
フ
ェ
ニ
ル
ア
セ
ト
ア
ミ
ド（
別

名
シ
フ
ル
フ
ェ
ナ
ミ
ド
）

1
0
0
Æ
／
ｌ

２
，
３
`
ジ
ク
ロ
ロ
`
¥
`
４
`
フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
マ
レ
イ
ミ
ド
（
別
名
フ
ル
オ
ル
イ

ミ
ド
）
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表
２′
e﹇（
Ｒ
Ｓ
）
e

１

３
e

ジ
メ
チ
ル
ブ
チ
ル
﹈
e

５
e

フ
ル
オ
ロ
e

１

３
e

ジ
メ
チ
ル
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
e

４
e

カ
ル
ボ
キ
サ
ニ
リ
ド
（
別
名
ペ
ン
フ
ル
フ
ェ
ン
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
©
ª
）
`
２
`
メ
チ
ル
`
１
`
ピ
リ
ミ
ジ
ン
`
５
`
イ
ル
`
１
`
（
４
`
ト
リ
フ
ル
オ

ロ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ
ン
`
１
`
オ
ー
ル
（
別
名
フ
ル
ル
プ
リ
ミ
ド
ー
ル
）
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国
会
事
項

平成™œ年˜˜月™ 日 金曜日 第�˜Ÿ™号官 報
名

称

米
埼
灯
台

位

置

所

在

地

岡
山
県
岡
山
市
（
米
埼
）

北

緯

三
四
e

三
四
e

三
六

東

経

一
三
四
e

〇
二
e

四
八

変
更
し
た
事
項

光

度

五
九
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

八
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

九
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
二
五
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
月
十
五
日

名

称

蒲
江
港
灯
台

位

置

所

在

地

大
分
県
佐
伯
市
（
雀

鼻
）

北

緯

三
二
e

四
七
e

一
一

東

経

一
三
一
e

五
五
e

四
五

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

八
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
一
三
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
月
十
六
日

〇
環
境
省
告
示
第
百
八
号

昭
和
四
十
六
年
三
月
農
林
省
告
示
第
三
百
四
十
六
号
（
農
薬
取
締
法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
基
準
）
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
産
動
植
物
の
被
害
防
止
に
係
る
農
薬
登
録

保
留
基
準
（
平
成
十
八
年
十
二
月
環
境
省
告
示
第
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

〇
環
境
省
告
示
第
百
九
号

昭
和
四
十
六
年
三
月
農
林
省
告
示
第
三
百
四
十
六
号
（
農
薬
取
締
法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
基
準
）
第
四
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、水
質
汚
濁
に
係
る
農
薬
登
録
保
留
基
準（
平

成
二
十
年
七
月
環
境
省
告
示
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

十
一
月
二
十
七
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公

布
を
奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

交
通
政
策
基
本
法

承
認
を
求
め
る
の
件
送
付
通
知
書
受
領

十
一
月
二
十
七
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
国
会
に
お
い
て

承
認
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
次
の
件
を
内
閣
に
送
付
し
た

旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

質
問
書
提
出

十
一
月
二
十
七
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

外
務
省
に
よ
る
竹
島
と
尖
閣
諸
島
に
係
る
動
画
配
信
の

是
非
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提

出
）

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
現
安
倍
内
閣
に
お
け
る
防
衛
大
臣
の
当
時
の

発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
現
安
倍
内
閣
に
お
け
る
行
政
改
革
・
公
務
員

制
度
改
革
担
当
大
臣
の
当
時
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
現
安
倍
内
閣
に
お
け
る
女
性
活
力
・
子
育
て

支
援
担
当
大
臣
の
当
時
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
現
安
倍
内
閣
に
お
け
る
総
務
大
臣
の
当
時
の

発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
現
安
倍
内
閣
に
お
け
る
法
務
大
臣
の
当
時
の

発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
現
安
倍
内
閣
に
お
け
る
文
部
科
学
大
臣
の
当

時
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
鈴
木
貴
子
提
出
）

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
現
安
倍
内
閣
に
お
け
る
環
境
大
臣
の
当
時
の

発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

議
事
日
程

十
一
月
二
十
八
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
十
二
号

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
係
る
早
期
か
つ
確

実
な
賠
償
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
原
子

力
損
害
に
係
る
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
等
の
特
例

に
関
す
る
法
律
案
（
文
部
科
学
委
員
長
提
出
）

議
案
提
出

十
一
月
二
十
七
日
委
員
長
及
び
議
員
か
ら
提
出
し
た
議

案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開

発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に

関
す
る
法
律
及
び
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
塩
谷
立
外
四
名
提
出
）

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
係
る
早
期
か
つ
確
実
な
賠
償

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
原
子
力
損
害
に
係

る
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

案
（
文
部
科
学
委
員
長
提
出
）

議
案
通
知
書
受
領

十
一
月
二
十
七
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次

の
内
閣
提
出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
第
百
八
十
三
回
国
会
内
閣
提
出
、
本
院
継
続
審
査
）

裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
案

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

交
通
政
策
基
本
法
案

又
同
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
件
を
承

認
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件
（
第
百
八
十
三
回

国
会
内
閣
提
出
、
本
院
継
続
審
査
）
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